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四
千
人
と
し
ま
し
た
。

観
光
客
数
な
ど
の
交
流
人
口
に
つ

い
て
は
、
現
状
よ
り
約
百
万
人
多
い

二
百
五
十
万
人
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
の
産
業
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
や
こ
れ
ま
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
蓄
積
を
十
分
に
生
か
し

た
地
域
整
備
、
市
街
地
整
備
を
図

り
ま
す
。

十
九
年
に
は
約
四
千
人
が
減
少
し

三
万
二
千
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
、
今
後
の
土
地
区
画
整

理
事
業
や
企
業
誘
致
、
Ｊ
Ｒ
山
陰

本
線
複
線
化
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
な
ど
に
よ
っ
て
、
で
き
る
限
り

人
口
の
維
持
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
、
十
年
後
の
目
標
人
口
を
三
万

■
ふ
れ
あ
い
の
森
ゾ
ー
ン

美
山
地
域
全
域
と
日
吉
地
域
北

部
を
含
む
エ
リ
ア
で
あ
り
、
農
村

景
観
や
豊
か
な
自
然
環
境
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

を
保
全
し
生
か
し
な
が
ら
、
都
市

と
農
村
の
交
流
を
中
心
と
し
た
地

域
お
こ
し
を
推
進
し
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
都
市
か
ら
の
移
住

促
進
を
図
る
な
ど
、
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
豊
か
な
地
域
整
備
を
進
め

ま
す
。

■
や
す
ら
ぎ
の
田
園
ゾ
ー
ン

丹
波
高
原
東
部
の
丘
陵
地
帯
に

あ
り
、
日
吉
地
域
中
南
部
と
八
木

地
域
北
東
部
、
園
部
地
域
北
東
部

を
含
み
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
山
々

に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
地
域
で
、

平
野
部
に
は
田
園
地
帯
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
農
・
畜
産
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
な
ど
の
産
業
振
興
や
、

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
余
暇
施
設
の
充
実

な
ど
の
地
域
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
に
ぎ
わ
い
の
市
街
地
ゾ
ー
ン

園
部
地
域
中
部
、
八
木
地
域
南

西
部
を
含
む
エ
リ
ア
で
あ
り
、
古

く
か
ら
地
域
の
政
治
・
経
済
・
文

化
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
Ｊ
Ｒ
山

陰
本
線
電
化
や
京
都
縦
貫
自
動
車

道
の
整
備
に
よ
り
、
都
市
圏
と
の

時
間
的
距
離
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
企
業
誘
致
の
推
進
、

社
会
を
迎
え
て
お
り
、
南
丹
市
に

お
い
て
も
定
住
人
口
は
、
平
成
二

わ
が
国
自
体
が
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減
少
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将
来
の
ま
ち
の
姿�

定
住
人
口
　
三
万
四
千
人�

交
流
人
口
　
二
百
五
十
万
人�

を
目
指
す�

自
然
や
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
四
つ
の「
ゾ
ー
ン
」�


